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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
第
一
一
弾 

掛
川
の
豪
商
・
豪
農
と
田
中
藩
（
上
） 

＝
『
大
庭
家
文
書
』
か
ら
み
る
＝ 

大
庭
捷
三
朗
・
中
山
正
清 

は
じ
め
に 

 

掛
川
城
下
の
下
俣
町
・
村
庄
屋
を
務
め
た
大
庭
代
助
（
明
和
四
年
〈
一
七
六
七
〉
～

弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
）
は
文
人
画
家
の
谷
文
晁
ら
と
交
遊
が
あ
り
、
松
風
と
号
し
て

自
ら
も
絵
筆
を
揮
う
な
ど
、
書
画
愛
好
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

作
家
の
滝
沢
馬
琴
は
代
助
に
つ
い
て
「
遠
州
第
一
の
好
事
家
」（
『
羇
旅
漫
録
』
）
と
評

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
文
化
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
１

。 

 

松
風
と
号
し
た
代
助
は
大
庭
家
九
代
目
で
す
が
、
同
家
は
大
庭
捷
三
朗
さ
ん
（
静 

岡
市
在
住
）
の
祖
父
（
十
三
代
目
）
の
代
に
大
阪
に
転
居
し
ま
し
た
。
同
家
に
伝
わ
っ

て
い
た
史
資
料
の
う
ち
、
村
役
人
関
係
の
も
の
は
劣
化
が
著
し
く
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
が
、
代
助
と
文
化
人
の
交
流
や
褒
賞
に
関
係
す
る
も
の
な
ど
は
捷
三
朗
さ
ん

の
兄
（
沼
津
市
在
住
）
が
保
管
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
元
県
立
高
校
長
（
浜
松
市
在
住
）
所
蔵
の
ま
と
ま
っ
た
史

料
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
大
庭
家
が
掛
川
宿
の
豪
商
で
あ
る
山
﨑
家
（
松
ケ
岡
）

や
松
本
家
（
中
町
）
と
一
緒
に
駿
河
の
田
中
藩
に
融
資
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
庭
氏
蔵
の
文
書
の
中
に
も
田
中
藩
関
係
の
も
の
が
数
通
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
他

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
大
庭
家
文
書
』
か

ら
田
中
藩
関
係
の
文
書
を
紹
介
し
、
同
藩
と
掛
川
の
豪
商
・
豪
農
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

二
回
に
分
け
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

本
稿
で
示
し
た
文
書
全
通
の
釈
文
は
捷
三
朗
さ
ん
、
釈
文
へ
の
註
は
捷
三
朗
さ
ん
と

中
山
、
各
文
書
の
後
ろ
の
※
印
に
記
し
た
簡
単
な
考
察
は
中
山
に
よ
る
も
の
で
す
。 

（
中
山
） 

 

 

１ 

『
掛
川
市
史 

中
巻
』
（
一
九
八
四
年
、
掛
川
市
）
一
二
一
〇
～
一
二
一
二
頁
。 
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一 
田
中
藩
に
関
係
す
る
『
大
庭
家
文
書
』
（
元
県
立
高
校
長
蔵
） 

 

ま
ず
、
元
県
立
高
校
長
蔵
の
も
の
か
ら
み
て
い
き
ま
す
。
【
文
書
ア
】
か
ら
【
文
書

ネ
】
ま
で
の
計
二
十
四
通
で
、
一
通
に
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
と
み
ら
れ
る
「
亥
」

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
り
二
十
三
通
は
年
欠
で
す
。 

 

お
お
む
ね
年
代
順
に
配
列
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
記
載
内
容
か
ら
年
が
推
測
で
き
る

文
書
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
配
列
は
確
実
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
文
書
ア
】 

一
筆
致
啓
達
候
、
秋
暑
之
節 

御
坐
候
得
共
御
家
内
様
被
成
御
揃 

弥
御
平
安
被
成
御
暮
珍
重 

存
候
、
次
拙
家
無
異
罷
在
候
間 

乍
慮
外
御
休
意
可
被
下
候
、
且 

當
五
月
中
金
五
拾
両
御
出
金
町 

便
ニ
而
被
差
越
慥
致
落
手
候
、 

去
月
秋
葉
代
参
便
ニ
証
文 

証
文
可
致
進
達
相
認
置
候
処 

致
失
念
大
ニ
延
引
罷
成
候
、
此
度 

良
便
ニ
付
致
進
達
候
、
御
落
掌 

可
下
候
、
右
為
可
得
御
意
如
此 

御
坐
候
、
尚
後
便
可
申
述
候
、
以
上 

 

七
月
三
日 

 
 

 
 

 

増
田
翁
助
２ 

 
 

大
庭
代
助
様 

 
 

 
 

 
 

机
下 

二
白
３

秋
暑
折
柄
御
厭
可
被
成
候
、
以
上 

 

２ 

『
藤
枝
市
史 

資
料
編
４
近
世
二
』
（
二
〇
〇
八
年
、
藤
枝
市
）
所
収
「
文
化
十
三

年
十
二
月 

蓑
着
騒
動
に
つ
き
庄
屋
記
録
」
（
史
料
番
号
二
三
八
）
に
よ
る
と
、
文
化

十
四
年
正
月
十
一
日
に
郡
奉
行
の
増
田
翁
助
が
御
籏
奉
行
・
寺
社
奉
行
・
御
勘
定
奉
行

に
就
任
し
た
と
あ
る
。 

３ 

「
二
白
」
は
、
手
紙
な
ど
で
本
文
の
後
に
さ
ら
に
書
き
加
え
る
と
き
、
そ
の
冒
頭
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※
五
月
に
大
庭
代
助
が
田
中
藩
に
五
十
両
を
出
金
し
、
藩
は
確
か
に
受
け
取
っ
た
が
、

増
田
翁
助
は
そ
の
証
文
を
六
月
の
秋
葉
山
へ
の
代
参
の
者
に
託
し
て
届
け
よ
う
と
準
備

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
に
渡
し
忘
れ
た
た
め
、
遅
く
な
っ
た
が
証
文
を

送
る
と
い
う
内
容
。 

 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
三
月
に
代
助
が
田
中
藩
に
五
十
両
を
貸
し
た
証
文
が
あ
り

（
「
掛
川
の
豪
商
・
豪
農
と
田
中
藩 

下
」
で
後
述
す
る
大
庭
家
蔵
の
【
文
書
１
】
）
、

こ
の
文
書
は
そ
れ
に
関
連
す
る
と
考
え
、
文
政
三
年
の
も
の
と
推
測
し
た
。 

 

【
文
書
イ
】 

二
白
春
寒
之
折
角
４

御
凌
候
哉
、
存
候 

御
家
内
中
ヘ
茂
御
祝
詞
宜
御
儀
意
頼
入 

且
浅
草
海
苔
二
十
葉
年
玉
印
迄
ニ
致 

進
入
候
、
御
笑
留
可
被
下
候
万
喜
近
々
例 

春
之
通
此
藩
ヘ
御
越
可
被
有
之
候
、
其
節
面
上 

新
春
之
嘉
詞
目
出
度
申 

ニ
可
申
述
越
候
、
已
上 

納
候
、
弥
相
揃
御
無
異
御
加
年 

珍
重
存
候
、
此
表
拙
家
相
揃 

無
異
致
加
春
候
条
、
乍
慮
外 

御
安
康
可
被
下
候
、
右
年
始 

御
祝
詞
申
述
度
如
此
ニ
候
、
恐
々 

謹
言 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

都
築
彌
助
５ 

 

に
記
す
語
。 

４ 

「
折
角
」
は
、
ず
い
ぶ
ん
の
意
味
。 

５

廣
瀬
邦
行
編
集
『
駿
州
田
中
藩
士
（
本
多
氏
時
代
）
歴
名
簿
』
（
二
〇
〇
六
年
、
駿

州
田
中
城
史
跡
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
行
。
本
稿
で
は
以
下
、
『
歴
名
簿
』
と
略
記
）

に
よ
る
と
、
都
築
彌
助
蕃
宜
は
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
か
ら
天
保
三
年
（
一
八
三

二
）
ま
で
家
老
、
五
百
石
。 
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正
月
十
一
日 

 
 

 
 

 

蕃
宜
（
花
押
） 

 
 

大
庭
代
助
殿 

 
 

 
 

 
 

人
々
中 

 

※
こ
の
書
簡
に
は
本
文
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
失
わ
れ
て
い
る
。
都
築
蕃
宜
が
家
老
の
と

き
の
書
簡
と
す
れ
ば
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
よ
り
前
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

【
文
書
ウ
】 

一
筆
致
啓
上
候
、
向
暑 

之
節
候
得
共
、
御
家
内
様
方 

弥
無
御
障
被
成
御
暮
珍
重 

奉
存
候
、
然
は
昨
日
被
差
越
候 

三
百
金
証
文
則
百
両
宛 

三
通
ニ
認
直
し
触
便
を
以 

差
進
申
候
、
御
落
手
可 

被
下
候
、
右
為
可
得
御
意 

如
此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言 

 

四
月
十
八
日 

 
 

増
田
翁
助 

 
 

大
庭
代
助
様 

 

※
田
中
藩
が
大
庭
代
助
か
ら
三
百
両
を
借
り
、
百
両
づ
つ
三
通
の
借
用
書
を
作
っ
て
代

助
に
送
る
と
い
う
内
容
。 

 

【
文
書
エ
】 

改
年
之
御
慶
目
出
度 

申
納
候
、
弥
無
御
障
被
成 

御
加
年
珍
重
存
候
、
右
年
始 

御
祝
詞
申
述
度
如
斯
御
坐
候 

當
期
永
陽
之
時
候
、
恐
惶
謹
言 
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有
川
七
兵
衛
６ 

正
月
五
日 

 
 

 
 

舎
廣
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
瀬
藤
蔵
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

政
容
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田
次
郎
左
衛
門
８ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
信
（
花
押
） 

 

山
﨑
万
右
衛
門
９

様 

 

松
本
市
郎
右
衛
門
１
０

様 

 

大
庭
代
助
様 

 

※
山
崎
・
松
本
・
大
庭
の
三
家
に
対
す
る
田
中
藩
か
ら
の
年
始
の
挨
拶
状
。
三
家
で
回

覧
し
た
も
の
が
、
大
庭
家
に
残
っ
た
か
。 

 

６

『
歴
名
簿
』
に
よ
る
と
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
使
番
を
務
め
る
。
そ
れ
以

前
の
役
職
は
不
明
。 

７ 

『
歴
名
簿
』
に
成
瀬
藤
蔵
の
名
は
な
い
。
天
保
十
一
年
に
表
中
小
姓
に
な
っ
た
成
瀬

弁
蔵
、
あ
る
い
は
天
保
十
一
年
に
先
筒
頭
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
近
習
頭
に
な

っ
た
成
瀬
孫
六
郎
の
名
前
が
あ
る
が
、
藤
蔵
と
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
。 

８ 

前
掲
『
藤
枝
市
史 

資
料
編
４
近
世
二
』
所
収
「
文
化
十
三
年
十
二
月 

蓑
着
騒
動

に
つ
き
庄
屋
記
録
」
に
よ
る
と
、
文
化
十
四
年
正
月
十
一
日
に
郡
役
の
原
田
次
郎
左
衛

門
は
「
近
所
頭
（
マ
マ
、
近
習
頭
カ
）
奉
行
・
勘
定
奉
行
」
に
就
任
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、『
歴
名
簿
』
に
よ
る
と
、「
原
田
治
郎
左
衛
門
」
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

に
側
用
人
近
習
頭
、
天
保
十
一
年
に
大
目
付
と
な
っ
て
い
る
。 

９ 

松
ヶ
岡
山
﨑
家
六
代
目
で
知
盈
と
号
し
た
万
右
衛
門
（
文
化
七
年
〈
一
八
〇
一
〉
生

～
慶
応
二
年
〈
一
八
六
六
〉
没
）
。
『
松
ヶ
丘
山
崎
家
略
譜
稿
本
』
に
よ
る
と
、
四
代
目

万
右
衛
門
（
晨
園
）
の
次
男
で
、
五
代
目
を
継
い
だ
長
兄
の
死
（
天
保
三
年
〈
一
八
三

二
〉
十
月
八
日
）
後
、
六
代
目
の
当
主
と
な
る
。
そ
れ
ま
で
西
町
に
あ
っ
た
屋
敷
を
嘉

永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
現
在
の
松
ヶ
岡
に
移
し
た
。 

本
書
簡
が
天
保
三
年
十

月
八
日
以
前
の
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
山
崎
万
右
衛
門
」

は
五
代
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

１
０ 

屋
号
は
松
屋
。
松
本
家
の
四
代
目
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
か
ら
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
ま
で
当
主
。
文
政
五
年
二
掛
川
藩
よ
り
帯
刀
御
免
・
城
内
木
履
御
免
、

十
三
年
十
七
人
扶
持
・
家
来
並
右
筆
格
。
（
前
掲
『
掛
川
市
史 

中
巻
』
七
八
一
頁
） 
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【
文
書
オ
】 

別
紙
を
以
申
述
候
、
當
年
始 

よ
り
年
寄
中
宅
ニ
而
被
請
候
処 

城
内
座
敷
ニ
而
被
請
候
間
、
右 

之
趣
御
承
知
有
之
、
當
九
日
ニ 

御
出
之
積
リ
ニ
有
之
候
ハ
ゝ
、
八
日
夕 

方
迄
ニ
城
下
町
迄
御
出
有
之 

其
節
一
寸
拙
者
共
宅
迄
御
出 

之
趣
郷
宿
よ
り
申
越
候
様 

御
申
付
可
被
成
候
、
且
御
出
之
節 

印
形
御
持
参
有
之
候
様
致
度 

存
候
、
右
申
述
度
早
々
、
以
上 

 

正
月
五
日 

 
 

 

有
川
七
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

成
瀬
藤
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田
次
郎
左
衛
門 

 

山
崎
万
右
衛
門
様 

 

松
本
市
郎
右
衛
門
様 

 

大
庭
代
助
様 

 

※
【
文
書
エ
】
は
【
文
書
オ
】
と
同
時
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
三
家

の
年
始
な
ど
の
あ
い
さ
つ
は
年
寄
（
重
役
）
宅
で
受
け
て
い
た
が
、
こ
の
年
始
か
ら
は

田
中
城
内
の
座
敷
で
受
け
る
よ
う
変
更
に
な
っ
た
と
知
ら
せ
て
い
る
。
三
家
に
対
す
る

待
遇
を
よ
く
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

【
文
書
カ
】 

御
札
忝
致
披
見
候
、
如
仰 

寒
冷
相
募
候
処
被
成
御
揃 

弥
御
平
安
珍
重
存
候 

次
小
家
無
異
罷
在
候
間 
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御
休
慮
可
被
下
候
、
且
當 

暮
茂
去
年
通
御
出
金 

可
被
成
旨
ニ
而
新
証
文
茂 

認
置
可
申
旨
改
承
知
候 

此
度
御
入
用
之
儀
有
之 

元
利
金
之
内
ニ
て
百
両 

先
御
繰
合
可
申
旨
致
承
知
候 

則
御
使
江
相
渡
候
間
御
入
手 

可
被
下
候
、
尤
當
暮
御
都
合 

ニ
而
元
金
之
内
相
減
候
而
茂 

宜
候
間
後
便
可
被
遣
被
仰
越
候 

且
煎
餅
三
袋
被
遣
御
意 

忝
存
候
、
併
遠
路
御
心
配 

之
至
リ
惻
入
申
候
、
短
日
之 

節
御
使
相
待
居
候
間
艸
々 

御
答
而
已
得
御
意
候
、
以
上 

 

十
一
月
十
一
日 

 
 

 

増
田
翁
助 

 

大
庭
岱
助
様 

 
 

 
 

 

御
答 

二
白
気
候
折
角
御
厭
可 

被
成
候
、
以
上 

 

※
大
庭
家
が
田
中
藩
に
今
年
の
暮
も
昨
年
と
同
様
に
貸
し
付
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
藩
は
新
た
な
証
文
を
作
成
す
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
庭
家
で

（
現
金
が
）
必
要
に
な
っ
た
の
で
藩
は
百
両
を
都
合
し
使
い
の
者
に
渡
す
と
伝
え
て
い

る
。 

 

【
文
書
キ
】 

一
筆
致
啓
上
候
、
春
寒
之
節 

被
成
御
揃
弥
御
壮
健
被
成 
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御
暮
珍
重
存
候
、
然
は
過
日
は 

遠
路
御
出
被
下
候
処
、
草
々
之 

仕
合
残
恨
之
至
リ
存
候 

然
は
其
節
御
願
申
置
候 

百
金
近
日
御
出
金
可
被
下
候 

山
崎
・
松
本
ゟ
兼
諾
之
通 

今
日
出
金
有
之
候
、
貴
様 

百
金
當
月
御
出
金
之
積
リ 

繰
合
置
申
候
間
、
何
分
無 

間
違
近
日
御
出
金
御
願
申
候 

賃
金
此
方
拂
ニ
而
町
便
ニ
而
も 

宜
候
間
、
左
様
御
承
知
可
被
下
候 

右
為
可
得
御
意
如
此
御
坐
候
、
尚 

後
便
可
申
述
候
、
恐
惶
謹
言 

 
 

二
月
十
七
日 

 
 

増
田
翁
助 

 

大
庭
代
助
様 

 
 

 
 

 
 

机
下 

二
白
春
寒
折
角
御
自
愛 

可
被
成
候
、
以
上 

 

※
山
崎
家
と
松
本
家
は
か
ね
て
か
ら
の
約
束
通
り
出
金
し
て
く
れ
た
の
で
、
大
庭
家
も

近
日
中
に
百
両
出
金
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
代
助
に
お
願
い
し
て
い
る
。 

 

【
文
書
ク
】 

一
筆
啓
上
候
、
追
日
寒
冷 

相
募
候
得
共
弥
無
御
障 

珍
重
存
候
、
然
は
去
暮
并 

當
春
御
口
入
之
借
用
金 

三
百
両
元
利
別
紙
之
通 

御
返
済
申
候
、
右
ニ
付
下
役 
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杉
村
林
治
１
１

与
申
者
差
越
候
間 

無
御
隔
意
御
談
可
被
下
候 

誠
ニ
御
世
話
を
以
當
年 

都
合
宜
忝
存
候
、
右
為 

御
挨
拶
金
弐
百
疋
鮮
肴 

一
折
之
被
相
贈
之
候
、
重
役
共
も 

従
拙
者
共
宜
得
御
意
候
様 

申
聞
之
候
、
猶
委
細
之
儀
は 

林
治
江
申
含
候
間
御
承
知 

可
被
下
候
、
右
可
得
御
意
如
此 

御
座
候
、
恐
惶
謹
言 

 

十
一
月
四
日 

 

成
瀬
藤
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

渋
垂
順
太
夫
１
２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

増
田
翁
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田
文
左
衛
門
１
３ 

 

大
庭
代
助
様 

 
 

 
 

 

人
々
御
中 

尚
々
寒
冷
之
節
折
角
御
厭
可 

被
成
候
、
以
上 

 

※
田
中
藩
が
三
百
両
の
元
金
・
利
息
と
も
に
代
助
に
返
済
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
書

簡
。
「
下
役
杉
村
林
治
与
申
者
」
（
下
役
の
杉
村
林
治
と
申
す
者
）
と
林
治
を
代
助
に
紹

介
す
る
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
林
治
の
名
前
が
あ
る
書
簡
よ
り
前
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

 

１
１ 

杉
村
林
治
は
、
何
通
も
の
大
庭
代
助
宛
書
簡
の
差
出
人
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
簡

に
「
下
役
」
と
あ
り
、
田
中
藩
と
代
助
と
の
連
絡
役
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

１
２ 

『
歴
名
簿
』
に
よ
る
と
、
文
化
十
四
年
物
頭
、
持
筒
頭
。 

１
３ 

原
田
次
郎
左
衛
門
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。 
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【
文
書
ケ
】 

追
啓
得
御
意
候
當
暮
元 

利
御
請
取
候
ハ
ゝ
御
渡
申
候 

証
文
御
取
集
御
人
被
遣 

可
被
下
候
、
右
証
文
ニ
引
替 

金
三
百
六
拾
両
御
渡
可
申
候 

以
上 

 
 

十
二
月
十
九
日 

 
 

次
郎
左
衛
門
１
４ 

 
 

 
 

岱
介
１
５

様 

 

※
証
文
を
ま
と
め
て
使
い
に
持
た
せ
て
く
れ
ば
、
元
金
・
利
息
合
わ
せ
て
三
百
六
十
両

を
返
済
す
る
と
い
う
内
容
。
十
一
月
中
に
返
済
す
る
と
し
て
い
た
の
が
、
何
ら
か
の
理

由
で
十
二
月
に
ず
れ
こ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

 

【
文
書
コ
】 

一
筆
致
啓
上
候
、
寒
冷 

之
節
御
座
候
得
共
御
家
内
様 

弥
御
堅
固
被
成
御
暮
珍
重 

奉
存
候
、
然
は
先
日
は
罷
越 

緩
々
得
貴
顔
大
慶
仕
候 

其
節
は
彼
是
御
世
話
ニ 

罷
成
殊
ニ
種
々
御
馳
走
ニ 

相
成
不
浅
忝
仕
合
奉
存
候 

一 

先
日
罷
越
候
節
御
談
申
候 

壱
割
三
分
金
之
儀
、
〇
御
地
江 

罷
越
拙
者
留
守
中
〇
江
戸 

表
ゟ
下
シ
金
之
儀
申
越 

 

１
４ 

原
田
次
郎
左
衛
門
。 

１
５ 

大
庭
代
助
。 
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候
ニ
付
、
此
度
右
金
御
口
入 

被
下
候
様
奉
行
共
委
細 

御
掛
合
申
述
候
、
何
分 

御
出
精
御
取
斗
之
程 

奉
願
上
候 

一 

中
町
松
屋
来
春
ゟ 

此
表
江
年
始
暑
寒 

等
之
御
禮
ニ
御
出
之
事 

先
日
御
咄
之
趣
奉
行
共
江 

申
聞
候
処
奉
行
共
申
候
ハ 

来
春
ゟ
御
出
有
之
候
趣 

内
々
年
寄
共
江
も
申
述 

置
候
間
、
御
勝
手
次
第 

御
出
被
成
、
旦
那
方
江
も 

上
ケ
物
等
御
座
候
積
リ
致
候
間 

左
様
御
承
知
宜
御
取
斗 

可
被
下
候
、
尤
行
々
は
此
方 

用
達
ニ
茂
御
願
可
申
候
間 

何
分
宜
御
掛
合
之
上 

可
然
御
取
斗
可
被
成
候
様 

奉
頼
候 

一 

此
方
蝋
之
木
植
付 

之
義
茂
奉
行
共
江 

申
聞
置
候
間
、
得
与
相
談 

弥
植
付
候
ハ
ゝ
、
ハ
ゼ
１
６

苗
之 

 

１
６ 

櫨
。
そ
の
実
か
ら
蝋
を
取
っ
て
木
蝋
燭
（
も
く
ろ
う
そ
く
）
を
作
っ
た
。
『
藤
枝

市
史 

通
史
編
下 

近
世
・
近
現
代
』
（
二
〇
一
一
年
、
藤
枝
市
）
に
よ
る
と
、
田
中

藩
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
一
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
農
業
指
導
し
て
も
ら
う

た
め
に
農
学
者
の
大
蔵
永
常
を
招
き
、
村
々
の
農
業
指
導
を
し
て
も
ら
い
、
永
常
は
櫨

の
植
え
付
け
を
奨
励
し
た
が
、
藩
の
役
人
た
ち
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
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義
も
御
頼
可
申
候
間
、
其
節
ハ 

御
頼
申
候 

一 

弥
助
方
江
御
傳
言
之
義 

委
細
申
聞
置
候
、
且 

水
野
様
１
７

大
井
川
支
等 

之
節
、
其
表
江
御
用
達 

御
頼
之
義
茂
委
細
申
述 

置
候
処
、
得
与
掛
合
之
上 

貴
公
様
江
御
頼
可
申
与 

申
候
間
、
左
様
御
承
知 

可
被
下
候 

右
為
可
得
貴
意
如
斯 

御
座
候
、
尚
重
便
之
節 

万
々
可
申
述
候 

 
 

 
 

 
 

恐
惶
謹
言 

 
 

十
一
月
十
日 

 
 

杉
村
林
治 

 
 

大
庭
代
助
様 

尚
々
御
序
之
節
御
家
内
様 

江
も
宜
被
仰
通
可
被
下
候
、
折
角 

寒
気
御
厭
御
暮
可
被
成
候
、
且
此
方 

奉
行
共
ゟ
も
宜
申
述
候
様
申
聞
候
間 

左
様
御
承
知
可
被
下
候 

以
上 

 

※
杉
村
林
治
が
、
代
助
に
い
く
つ
も
の
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。
最
初
の
「
壱
割
三
分

金
」
に
つ
い
て
は
不
明
。
次
の
「
中
町
松
屋
」
云
々
は
、
松
本
家
が
来
春
か
ら
田
中
藩

に
年
始
な
ど
の
挨
拶
に
来
る
件
に
つ
い
て
、
藩
は
受
け
入
れ
る
方
針
だ
と
伝
え
る
と
と

も
に
、
藩
と
し
て
は
大
庭
家
に
も
御
用
達
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
で
、
大
庭
家
も
し
か
る

 

う
（
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）
。 

１
７ 

浜
松
藩
主
で
老
中
を
務
め
た
水
野
忠
邦
。 
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べ
き
対
応
を
す
る
よ
う
に
と
助
言
し
て
い
る
。 

 

次
は
、
大
蔵
永
常
の
助
言
に
従
っ
て
藩
内
に
ハ
ゼ
を
植
え
る
方
針
で
あ
り
、
ハ
ゼ
の

苗
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
代
助
に
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
次
は
、
浜

松
藩
主
水
野
忠
邦
が
参
勤
交
代
な
ど
で
大
井
川
を
渡
る
際
に
川
留
め
な
ど
で
通
行
に
支

障
が
出
た
場
合
、
代
助
に
御
用
（
臨
時
の
出
費
へ
の
対
応
か
）
を
務
め
て
も
ら
い
た
い

と
の
意
向
を
忠
邦
が
も
っ
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。 

ハ
ゼ
の
苗
の
準
備
に
つ
い
て
、
代
助
に
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
記
述
か
ら
、
櫨
の

植
付
奨
励
が
藩
に
却
下
さ
れ
る
前
、
つ
ま
り
天
保
四
年
か
五
年
の
書
簡
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

【
文
書
サ
】 

一
筆
致
啓
達
候
、
冷
気 

罷
成
候
得
共
弥
無
御
障 

被
成
御
暮
珍
重
存
候
、
然
は 

先
日
は
柿
被
差
上
候
処 

満
足
被
致
候
、
依
之 

鱣
１
８

百
本
被
相
送
之
候 

に
付
、
拙
者
共
ゟ
宜
得 

御
意
旨
被
申
付
候
間 

如
斯
御
座
候
、
恐
惶
謹
言 

 

九
月
十
七
日 

 
 

石
神
藤
十
郎
１
９ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

有
川
七
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

増
田
翁
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田
次
郎
左
衛
門 

 

山
崎
才
兵
衛
２
０

様 

 

１
８ 

「
鱣
」
は
ウ
ナ
ギ
。 

１
９ 

『
歴
名
簿
』
に
よ
る
と
、
文
化
十
四
年
に
郡
奉
行
、
天
保
十
一
年
に
近
習
。 

２
０ 

山
崎
家
六
代
目
の
万
右
衛
門
。
山
崎
家
当
主
は
、
才
兵
衛
を
名
乗
る
こ
と
が
あ
っ

た
。 
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松
本
市
郎
右
衛
門
様 

 

大
庭
代
助
様 

尚
々
冷
気
之
節
折
角 

御
自
愛
可
被
成
候
、
以
上 

 

※
三
家
か
ら
田
中
藩
主
宛
て
に
柿
を
贈
っ
た
お
返
し
に
、
藩
か
ら
は
三
家
に
鰻
百
本
を

贈
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。 

 

【
文
書
シ
】 

一
筆
啓
上
候
、
寒
冷
之
節 

御
座
候
得
共
、
弥
無
御
障 

珍
重
存
候
、
然
は
重
冨
代
助
２
１ 

田
中
住
宅
家
老
被
申
付 

當
十
五
日
此
表
江
被
到
着
候
間 

御
序
之
刻
御
願
之
書
状 

被
遣
候
而
可
然
存
候
、
右 

可
得
御
意
如
此
ニ
御
座
候 

恐
惶
謹
言 

 

十
一
月
十
七
日 

 

有
川
七
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

成
瀬
藤
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

増
田
翁
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田
次
郎
左
衛
門 

 

山
崎
才
兵
衛
様 

 

松
本
市
郎
右
衛
門
様 

 

大
庭
代
助
様 

 
 

尚
々
時
気
折
角
御
凌
可
成
候
様 

 
 

存
候
、
以
上 

 

 

２
１ 

『
歴
名
簿
』
に
よ
る
と
、
重
富
代
助
典
礼
は
天
保
五
年
十
月
に
家
老
就
任
。 
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※
重
富
代
助
が
家
老
に
就
任
し
て
田
中
に
着
任
す
る
の
で
、
挨
拶
の
書
状
を
出
す
よ
う

に
山
崎
・
松
本
・
大
庭
の
三
家
に
助
言
し
た
も
の
。
こ
の
掛
川
の
三
家
が
田
中
藩
に
と

っ
て
重
要
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

重
富
の
家
老
就
任
は
天
保
五
年
で
あ
り
、
こ
の
書
簡
は
同
年
の
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。 

 

【
文
書
ス
】 

「
包
紙
壱
」 

田
中
御
状
内
、
増
田
翁
助
様 

 
 

 

金
弐
百
両
添
、
掛
川
宿
大
庭
岱
助 

 

「
包
紙
弐
」 

添
書
壱
通 

 

御
状
忝
致
披
見
候
、
追
日 

薄
暑
相
催
候
処
被
成
御
揃 

弥
御
平
安
珍
重
候 

然
は
過
日
林
治
方
迄
被
仰
越
候 

御
出
金
弐
百
両
先
便
証
文 

差
遣
候
ニ
付
、
則
此
度
弐
百
両 

為
御
持
被
遣
慥
致
落
手
候 

且
被
遣
御
胸
頭
見
事
之 

椎
茸
壱
袋
被
遣
御
意 

忝
存
候
、
併
毎
年
御
心
配 

惻
入
申
候
、
御
家
内
方
江
茂
乍 

慮
外
宜
御
傳
可
被
下
候
、
家
族 

江
茂
御
改
聲
入
忝
申
聞
候
得
は 

尚
宜
江
御
意
旨
申
聞
候 

右
御
報
迄
艸
々
不
備 

 
 

四
月
廿
一
日 

 
 

増
田
翁
助 
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大
庭
岱
助
様 

 
 

 
 

 

御
報 

 

※
田
中
藩
が
大
庭
代
助
か
ら
二
百
両
を
確
か
に
受
け
取
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
書
簡
。 

 

【
文
書
セ
】 

一
昨
十
一
日
出
之
飛
札
、
昨
十
二
日
夕 

七
時
過
相
届
忝
致
披
見
候 

如
来
意
甚
寒
御
坐
候
得
共 

御
家
内
様
被
成
御
揃
弥
御
平
安 

被
成
御
暮
珍
重
存
候
、
然
は 

辻
嘉
當
暮
出
金
残
四
拾
金 

慥
ニ
受
取
申
候
、
尤
弐
百
両
之 

証
文
一
通
差
越
申
候
間 

御
落
掌
先
日
之
受
取
書
は 

此
者
ニ
御
返
却
可
被
下
候
、
毎
度 

御
世
話
之
至
リ
、
亦
九
郎
始 

同
役
共
茂
従
拙
子
宜
可
得 

御
意
旨
申
聞
候
、
尚
後
音
と 

申
残
候
不
備 

 
 

十
二
月
十
三
日 

 

増
田
翁
助 

 
 

大
庭
代
助
様 

 
 

 
 

 

机
下 

二
白
厳
寒
折
角
御
自
愛
可 

被
成
候
、
山
崎
松
屋
来
年
出
金 

之
後
御
談
置
被
下
候
由
忝
仕
合 

何
分
宜
御
頼
申
候
、
時
分
柄
甚 

多
用
乱
書
御
宥
恕
可
被
下
候
、
以
上 

 

※
「
辻
嘉
」
は
不
明
。「
辻
嘉
」
以
下
の
文
は
、
辻
嘉
が
ま
だ
出
金
し
て
い
な
か
っ
た
残
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り
四
十
両
を
確
か
に
受
け
取
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
藩
は
代
助
に
二
百
両
の
借
用
書
を
届
け
る
の
で
、
既
に
渡
し
て
あ
る
二
百
両

の
借
用
書
は
辻
嘉
に
渡
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
る
。 

 

【
文
書
ソ
】 

〔
表
書
〕 

大
庭
代
助
様 

 

原
田
次
郎
左
衛
門 

 

御
紙
面
致
拝
見
候
、
甚
寒 

之
節
弥
御
安
全
珍
重 

存
候
、
然
は
先
達
而
両
度 

五
拾
金
ツ
ゝ
之
請
取
書
弐
通 

被
遣
慥
落
手
致
候
、
則 

松
本
氏
手
代
文
蔵
江
相
渡 

証
文
両
通
差
進
申
候
間 

御
請
取
可
被
下
候
、
且
五
両 

之
儀
林
治
罷
越
委
細
致 

承
知
候
、
通
帳
来
春
御
出 

之
節
差
進
可
申
候
間
、
夫
迄 

請
取
書
壱
通
差
進
申
候 

御
請
取
可
被
下
候
、
此
段
御
報 

如
斯
御
座
候
、
以
上 

 

十
二
月
十
六
日 

尚
々
積
金
之
儀
段
々
御
世
話 

有
之
、
此
方
ニ
而
多
分
出
来 

可
申
様
子
ニ
御
座
候
、
其
表
之
儀 

十
六
口
之
積
、
翁
助
江
御
懸
合 

有
之
、
其
積
ニ
取
斗
置 

申
候
、
何
れ
年
始
之
節 

可
得
御
意
候
、
已
上 
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※
田
中
藩
か
ら
大
庭
代
助
に
百
両
を
返
済
し
た
の
で
、
そ
の
受
領
書
（
五
十
両
の
も
の

を
二
枚
）
を
確
か
に
受
け
取
っ
た
、
借
用
の
証
文
は
松
本
家
の
手
代
文
蔵
に
渡
し
た
の

で
文
蔵
か
ら
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
。 

「
五
両
之
儀
」
と
い
う
の
は
利
息
分
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
返
済
は
来
春
に

（
代
助
が
田
中
城
に
）
来
た
際
に
渡
す
の
で
、
そ
の
証
文
を
受
け
取
っ
て
欲
し
い
と
い

う
意
味
に
な
ろ
う
。 

 

「
尚
々
」
以
下
の
「
積
金
」
は
、
田
中
藩
が
積
金
の
制
度
を
創
設
し
よ
う
と
し
て
い

て
大
筋
で
ま
と
ま
っ
た
が
、
代
助
は
十
六
口
分
を
受
け
る
意
向
だ
と
増
田
翁
助
に
伝
え

た
と
の
こ
と
で
、
藩
と
し
て
は
そ
の
つ
も
り
で
準
備
し
て
い
る
と
知
ら
せ
て
い
る
。 

 

【
文
書
タ
】 

一
筆
致
啓
上
候
、
甚
寒 

之
節
弥
御
安
全
珍
重 

存
候
、
然
ハ
先
日
は
翁
介
江 

御
出
候
処
、
右
同
人
ゟ
両
種
相
届 

彼
是
御
心
配
之
段
不
浅
忝 

存
候
、
及
御
挨
拶
候
処
御
出
立 

ニ
付
御
用
捨
可
被
下
候
、
且
松
前 

昆
布
致
到
来
候
ニ
付
、
干
肴
ヲ 

相
添
誠
ニ
書
中
を
以
右 

御
挨
拶
可
申
述
給
迄
ニ
致 

進
入
之
候
、
御
笑
納
可
被
下
候 

月
廻
取
込
早
々
此
段
如
斯 

御
座
候
、
恐
惶
謹
言 

 
 

十
二
月
廿
五
日 

 

原
田
文
左
衛
門 

 
 

大
庭
代
助
様 

尚
々
折
角
寒
気
御
凌
可
成
候 

段
々
勝
手
向
之
儀
御
世
話
得
与 

翁
介
方
ゟ
承
リ
忝
奉
存
候
、
以
上 
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※
大
庭
代
助
が
増
田
翁
助
の
も
と
を
訪
ね
た
際
、
原
田
文
左
衛
門
に
も
届
け
物
を
し
た

の
で
文
左
衛
門
が
あ
い
さ
つ
に
行
っ
た
が
、
代
助
は
既
に
出
立
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
、
書
状
で
挨
拶
し
て
い
る
。 

 
 

本
書
簡
が
【
文
書
ソ
】
と
同
年
の
も
の
と
す
れ

ば
、
代
助
が
翁
助
を
訪
ね
た
の
は
、

【
文
書
ソ
】
で
言
及
さ
れ
て
い
る
積
金
の
件
で
あ
ろ
う
か
。 

 

【
文
書
チ
】 

一
筆
致
啓
上
候
向
暑
之
節 

被
成
御
揃
弥
御
清
剛
珍
重 

奉
存
候
。
然
は
先
日
は
大
勢 

罷
越
御
地
走
罷
成
、
其
上 

御
世
話
故
珍
敷
御
庭
茂 

致
拝
見
候
、
為
御
餞
別
何
寄 

之
御
品
御
慮
被
下
不
浅 

忝 

永
相
用
可
申
候
、
大
井
川
ま
で 

人
足
等
御
世
話
故
都
合
能 

御
座
候
得
共
例
之
通
道
捗
兼 

七
半
時
過
致
帰
着
候
、
右 

幸
便
御
座
候
間
、
彼
是
之
御
禮 

可
申
述
、
如
此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言 

 

四
月
十
三
日 

 
 

 
 

原
田
文
左
衛
門 

 
 

大
庭
代
助
様 

尚
々
折
角
御
凌
可
被
成
候 

山
崎
屋
留
守
ニ
付
書
状
差
遣
不 

申
候
宜
頼
入
奉
存
候
、
松
屋
江
一
封 

御
届
可
被
下
候
、
同
役
共
江
御
傳
聲 

申
聞
候
処
宜
申
述
被
下
申
聞
候
、
已
上 

 

※
大
庭
代
助
が
原
田
文
左
衛
門
ら
田
中
藩
の
役
人
を
掛
川
に
招
い
て
ご
馳
走
し
た
こ
と
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に
対
す
る
礼
状
。「
尚
々
」
以
下
の
文
か
ら
、
大
庭
家
単
独
で
は
な
く
山
崎
家
、
松
本
家

が
一
緒
に
招
待
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

差
出
人
が
積
金
に
関
与
し
て
い
る
原
田
文
左
衛
門
で
あ
り
、
ま
た
、
掛
川
の
三
家
が

揃
っ
て
招
待
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
積
金
の
関
係
と
推
測
し
て
み
た
。 

 

【
文
書
ツ
】 

一
筆
致
啓
上
候
、
追
日 

寒
冷
相
募
候
処
被
成
御
揃 

弥
御
平
安
被
成
御
暮 

珍
重
存
候
、
然
は
来
十
一
日 

初
拂
い
た
し
候
に
付
け
其
表 

米
望
之
者
有
之
候
ハ
ゝ 

御
誘
御
出
可
被
下
候
、
勿
論 

去
冬
御
談
申
候
通
真
実 

相
望
候
も
の
御
同
道
可
被
下
候 

一 

去
暮
よ
り
御
地
御
出
金
之
分 

来
十
一
月
中
元
利
御
返
金 

可
申
候
間
、
當
暮
之
儀
も 

何
分
御
出
精
可
被
下
候
、
御
序 

之
節
松
屋
２
２

江
茂
宜
御
傳 

可
被
下
候
、
尚
方
々
近
日 

向
顔
可
申
承
候
、
右
為 

可
得
御
意
如
此
御
坐
候
、
以
上 

 

十
月
六
日 

 
 

 
 

増
田
翁
助 

 
 

大
庭
代
助
様 

 
 

 
 

人
々
御
中 

二
白
寒
冷
之
節
折
角 

御
自
愛
可
被
成
候
呉
々
茂 

 

２
２ 

松
本
市
郎
右
衛
門
。 
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来
ル
十
一
日
御
故
障
無
之
候
ハ
ゝ 

御
出
待
入
候 

以
上 

 

※
積
金
の
支
払
い
に
関
す
る
書
簡
か
。
米
で
の
支
払
い
を
希
望
す
る
者
は
誘
い
合
っ
て

来
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。 

次
の
条
の
「
来
十
一
月
中
元
利
御
返
金
可
申
候
」（
来
る
十
一
月
中
元
利
ご
返
金
申
す

べ
く
候
）
と
い
う
文
言
は
、【
文
書
ク
】
に
あ
る
三
百
両
の
元
金
・
利
息
を
返
済
す
る
こ

と
を
指
す
か
。 

 

【
文
書
テ
】 

新
春
之
御
慶
目
出
度 

申
納
候
、
餘
寒
之
節
弥 

無
御
障
珍
重
存
候
、
然
は 

當
年
始
御
出
無
之
御
不
快 

之
趣
取
計
置
候
、
且
亦 

御
出
有
之
候
ハ
ゝ
、
其
節
御
談 

可
申
御
待
居
申
候
、
去
暮
迄 

御
預
リ
置
候
積
金
弐
拾
五
金 

并
利
足
三
両
都
合
弐
拾
八
両 

米
ニ
而
勘
定
ニ
付
差
繰
六
ケ
敷 

漸
々
片
付
候
処
、
當
晦
日
迄 

ニ
勘
定
有
之
積
ニ
相
成
候
間 

取
集
次
第
御
勘
定
可
申
候 

去
暮
は
金
子
詰
リ
ニ
而
取 

引
六
ケ
敷
困
リ
入
申
候
、
不 

相
考
被
仰
合
御
肴
料
被
下 

忝
存
候 

一 

去
暮
古
証
文
之
分
十
五
金 

常
八
江
三
拾
五
金
被
遣
都
合 
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半
包
２
３

御
差
出
証
文
出
来 

居
申
候
得
共
其
外
御
引
替 

茂
有
之
、
追
而
御
持
参
之
節 

一
所
ニ
御
渡
可
申
候 

右
可
得
御
意
如
斯
御
座
候
、
已
上 

 

正
月
九
日 

 
 

原
田
次
郎
左
衛
門 

 
 

大
庭
岱
介
様 

尚
々
折
角
寒
気
御
凌 

可
被
成
候
、
已
上 

 

※
ま
ず
、
積
金
の
二
十
五
両
と
利
息
分
の
三
両
の
計
二
十
八
両
を
米
で
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
や
り
く
り
が
難
し
か
っ
た
が
今
月
末
に
は
や
り
く
り
で
き
る
予
定
な
の

で
、
集
ま
り
次
第
に
清
算
で
き
る
と
知
ら
せ
て
い
る
。 

ま
た
、
昨
年
暮
れ
は
資
金
が
欠
乏
し
て
米
の
取
引
が
で
き
ず
に
困
っ
た
（
去
暮
は

金
子
詰
リ
ニ
而
取
引
六
ケ
敷
困
リ
入
申
候
）
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三

六
）
十
月
に
志
太
郡
と
益
津
郡
の
田
中
藩
領
で
、
米
価
高
騰
に
よ
る
打
ち
こ
わ
し
が
起

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
去
暮
」
は
天
保
七
年
暮
で
本
書
簡
は
同
八
年
正
月
の
も
の
と

推
測
し
た
。 

 

次
の
条
は
、
古
い
十
五
両
分
と
昨
年
暮
に
借
り
た
三
十
五
両
分
の
計
五
十
両
分
の
借

用
書
を
準
備
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
書
き
換
え
る
証
文
が
あ
る
の
で
、
一
緒
に
渡
す

と
記
し
て
い
る
。 

 

【
文
書
ト
】 

表
書 

懸
川
宿 

 
 

 

大
庭
岱
介
様 
 

 

原
田
次
郎
左
衛
門 

 

金
弐
拾
八
両
壱
歩
添 

 
 

 
 

 
 

 

常
八
表
行
ニ
相
成 

 
 

 
 

 
 

 

候
ニ
付
渡
候 

 

２
３ 

「
一
包
（
ひ
と
つ
つ
み
）
」
が
百
両
の
意
味
な
の
で
、
「
半
包
」
は
五
十
両
。 
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追
日
春
暖
可
相
催
候
、
不
順 

之
寒
気
有
之
候
得
共
弥
御
清
剛 

珍
重
存
候
、
就
は
年
来 

御
積
金
去
正
月
中
元
金
廿
五
両 

ニ
相
成
、
去
年
分
利
金
三
両
先 

達
及
御
懸
合
候
通
漸
々
正
月
迄 

ニ
取
立
候
間
、
一
ケ
月
分
利
金 

壱
歩
共
ニ
都
合
金
弐
拾
八
両 

壱
歩
、
此
度
常
八
其
表
江
罷
越
候 

間
同
人
江
相
渡
差
遣
候
ニ
付 

御
請
取
可
被
下
候
、
一
両
年
は 

人
気
不
宜
相
成
、
右
故
金
子 

之
廻
リ
方
不
宜
困
リ
申
候
、
一
先 

御
勘
定
申
候
、
右
可
得
御
意 

如
斯
御
座
候
、
以
上 

 
 

 

二
月
廿
日 

尚
々
折
角
不
順
御
凌
可 

被
成
候
、
翁
助
儀
茂
當
朔
日 

致
帰
着
候
、
此
上
之
儀
ハ
拙
者 

申
述
候
儀
ハ
御
沙
汰
な
し
、
御
頼 

被
成
候
ハ
ゝ
翁
助
方
江
御
懸
合 

可
被
成
候
、
以
上 

 

※
積
金
と
し
て
一
月
に
三
両
出
金
し
て
く
れ
た
の
で
そ
の
一
カ
月
分
の
利
息
一
分
と
と

も
に
、
計
二
十
八
両
一
分
を
常
八
に
持
た
せ
て
返
金
す
る
と
い
う
内
容
。【
文
書
テ
】
で

は
米
で
返
す
と
し
て
い
た
が
、
結
局
は
現
金
と
な
っ
た
よ
う
だ
。 

 

ま
た
、【
文
書
テ
】
と
同
様
に
、
こ
こ
一
、
二
年
は
不
景
気
に
な
っ
て
（
人
気
不
宜
相

成
）
金
の
回
り
が
悪
い
と
嘆
い
て
い
る
。 
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【
文
書
ナ
】 

一
筆
致
啓
上
候
、
暖
気 

罷
成
候
得
共
弥
御
清
栄 

被
成
御
座
珍
重
候
事
奉
存
候
随
而 

當
表
奉
行
共
初
下
拙
義 

無
異
義
罷
在
候
間
、
乍
憚 

御
安
慮
可
被
下
候
、
且
又
當
月 

両
度
御
出
金
之
分
早
速 

相
届
奉
行
中
慥
ニ
受
取 

申
候
、
然
ル
処
左
之
通 

一 

金
六
拾
五
両
也 

 

但
両
度
分 

 
 

 

内 

 
 

五
拾
両
也 

 

當
二
月
之
御
出
金
ニ
受
取 

 
 

拾
両
也 

 
 

去
暮
御
印
紙
２
４

之
分
江
受
取 

 
 

三
両
三
分 

 

江
戸
下
屋
敷
類
焼
ニ
付
御
三
人
様
ゟ
上
ケ
物
代
ニ
受
取 

残
壱
両
壱
歩 

此
分
次
郎
左
衛
門
御
預
リ
申
候
間
、
追
而
幸
便
之
節
上
ケ
可
申
積
リ 

右
之
通
書
状
相
認 

差
上
申
候
心
得
ニ
而
罷
在 

候
処
、
同
役
共
懐
中
江
入 

暖
メ
失
念
何
共
申
訳 

無
御
座
候
、
尤
二
月
晦
日
之
認 

ニ
而
當
二
日
三
日
頃
差
出 

可
申
候
積
リ
ニ
御
座
候
間 

奉
行
共
江
は
其
積
リ
ニ
致 

置
候
間
左
様
御
承
知
ニ
而 

御
内
密
御
聞
済
可
被
下
候 

一 

當
十
六
日
其
御
地
よ
り 

下
傳
馬
町
常
八
罷
帰
リ
候
処  

２
４ 

「
印
紙
」
は
手
形
の
意
か
。 
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右
御
三
人
様
ゟ
被
差
上
候 

久
能
表
代
料
２
５

三
両
三
分
ハ 

西
町
２
６

ゟ
被
遣
候
間
受
取 

申
候
、
右
ニ
付
今
便
左
之
通 

一 

金
六
拾
五
両
也 

 
 

 

内 

 
 

五
拾
両 

 
 

二
月
御
出
金
ニ
受
取 

 
 

拾
両 

 
 

 

去
暮
御
印
紙
之
方
江
受
取 

 

残
五
両
也 

次
郎
左
衛
門
御
預
リ
申
置
候
間
幸
便
之
節
御
返
進
可
申
事 

右
之
通
相
成
申
候
間 

尚
又
跡
ゟ
御
出
金
御
座
候
ハ
ゝ 

御
預
リ
可
申
哉
、
又
は 

残
金
御
返
還
可
申
候
哉 

御
懸
合
申
候
様
次
郎
左
衛
門 

申
聞
之
候
間
、
此
段
申
述 

何
れ
早
々
御
報
可
被
下
候 

奉
待
入
候 

一 

去
暮
御
出
金
春
三
月
迄 

之
積
リ
百
五
拾
両
之
内 

五
拾
両
は
當
暮
迄
ニ
而
宜 

残
リ
百
両
は
三
月
御
返
金 

之
積
リ
之
処
、
是
又
當
暮
迄 

ニ
而
宜
御
座
候
哉
、
得
与
御
取 

極
御
報
ニ
御
申
越
可
被
下
候 

 

但
極
内
々
申
上
候
、
何
れ
ニ
も 

 
 

當
暮
迄
ニ
致
候
而
も
、
右 

 
 

百
五
拾
両
は
三
月
御
返
金 

 

２
５ 

不
明
。 

２
６ 

山
崎
家
の
こ
と
。 
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ニ
而
三
月
直
ニ
御
出
金
之 

 
 

積
リ
ニ
取
斗
申
候
、
左 

 
 

候
得
は
利
足
三
月
分
ハ 

 
 

重
リ
相
成
申
候
、
是
ハ 

 
 

内
々
私
ゟ
申
上
候
而
已 

右
為
可
得
貴
意
如
斯 

御
座
候
、
恐
惶
謹
言 

 

三
月
十
八
日
認 

 

杉
村
林
次 

 
 

大
庭
代
助
様 

尚
々
兎
角
不
順
之
季
候 

折
角
御
自
愛
可
被
成
候
、
乍
筆
末 

御
家
居
様
江
も
宜
御
傳
言
可
被
下 

奉
望
候 

草
々 

以
上 

 

※
第
一
条
で
は
、
総
額
六
十
五
両
の
う
ち
二
月
に
五
十
両
、
昨
年
暮
に
は
十
両
を
手
形

で
、
さ
ら
に
田
中
藩
の
江
戸
下
屋
敷
類
焼
に
対
す
る
三
家
（
山
崎
・
松
本
・
大
庭
家
）

か
ら
の
見
舞
の
三
両
三
分
は
受
け
取
っ
て
受
取
状
を
書
い
た
。
し
か
し
、
残
り
一
両
一

分
に
つ
い
て
は
原
田
次
左
衛
門
が
預
か
っ
て
受
取
状
も
書
い
た
も
の
の
、
杉
村
林
次
の

同
役
の
者
が
手
元
に
置
い
た
ま
ま
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
二
、
三
日
の
う
ち
に
そ
ち
ら
に

送
る
つ
も
り
な
の
で
、
内
密
に
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。 

 

第
二
条
は
、
三
家
か
ら
の
「
久
能
表
代
料
」
三
両
三
分
は
、
既
に
山
崎
家
か
ら
受
け

取
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。 

 

第
三
条
は
、
六
十
五
両
の
う
ち
の
五
両
を
次
左
衛
門
が
預
か
っ
て
い
る
こ
と
に
し
て

都
合
の
良
い
便
で
返
却
す
る
、
と
い
う
意
味
か
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
に
出
金
し
て
く
れ

る
な
ら
次
左
衛
門
が
預
か
る
が
、
残
り
を
返
却
す
べ
き
か
ど
う
か
三
家
で
相
談
し
、
そ

の
結
果
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
記
し
て
い
る
。 

 

第
四
条
は
、
昨
年
暮
に
借
り
た
百
五
十
両
の
う
ち
五
十
両
は
今
年
の
暮
、
百
両
は
こ

の
三
月
に
返
金
の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
百
両
も
今
年
の
暮
の
返
金
で
い
い
か
三
家
で
決

め
て
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
百
五
十
両
全
額
を
今
年
暮
ま
で
に
返

金
す
る
と
い
っ
た
と
し
て
も
実
際
に
は
三
月
に
な
る
の
で
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
利
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息
は
つ
く
こ
と
に
な
る
と
、
内
々
に
知
ら
せ
て
い
る
。 

 

わ
か
り
に
く
い
個
所
が
多
い
が
、
以
上
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
た
。
一
条
と
三
条
の

六
十
五
両
、
四
条
の
百
五
十
両
は
い
ず
れ
も
大
庭
家
だ
け
で
な
く
山
崎
家
・
松
本
家
を

合
わ
せ
た
三
家
か
ら
田
中
藩
が
借
り
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
連
絡
役
の
杉
村
林
次
が
、
返

金
は
ど
の
み
ち
三
月
に
な
る
と
「
内
々
」
に
知
ら
せ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。 

 

【
文
書
ニ
】 

〔
表
書
〕 

天
保
九
戌
年 

田
中
様
御
家
中
問
合
之
書
附
２
７ 

 

一 

天
明
之
度 

御
巡
見
御
三
方
様
２
８

御
越
之
節 

□
□
内
御
昼
休
御
泊
リ
之
内
ニ
相
極 

候
ハ
ゝ 

 

一 

御
旅
宿 

 
 

御
本
陣
三
ケ
所 

 
 

御
朱
印
臺 

 
 

白
方
三
方
三
通
リ 

 
 

長
熨
斗
臺 

 
 

〃 
 

 

三
通
リ 

 

上
之
間
畳
表
か
へ 

 

障
子
張
替 

 

其
外
道
具
類
不
足
之
節
は 

 

領
主
ゟ
か
せ
物
弐
而
差
出
候
様
子 

 

次
通
リ
ゟ
下
々
夜
具 

 
 

但
侍
分
ハ
絹
布
其
以
下
ハ
木
綿 

 
 

 

夜
具
相
用
候
様
子 

 

一 

東
領
分
境 

 
 

麻
上
下
着 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
官 

壱
人 

 

２
７ 

こ
の
表
書
は
大
庭
家
十
三
代
目
の
字
か
。 

２
８ 

将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
領
主
と
領
民
を
監
察
す
る
た
め
、
全
国
を
六
～
八
地
域

に
分
け
て
旗
本
が
三
人
一
組
で
派
遣
さ
れ
た
。 
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郷
同
心 

壱
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
道
筋
村
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庄
屋 

右
従
是
何
ノ
守
領
分
ニ
而
為
案
内 

罷
出
候
旨
、
先
方
御
家
来
迄
申
達 

御
尋
之
筋
御
座
候
た
め
、
御
領
分 

罷
越
候
段
申
述
、
御
旅
宿
ま
で 

罷
越
候
様
子 

 

※
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
徳
川
家
慶
将
軍
就
任
に
伴
い
、
同
九
年
に
全
国
に
巡
見

使
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
た
め
、
〔
表
書
〕
は
こ
の
文
書
を
天
保
九
年
の
も
の
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。 

内
容
は
、
天
明
度
の
巡
見
使
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
宿
泊
所
や
出
迎
え
の
仕
方
を
記

し
て
い
る
。
も
と
は
田
中
藩
か
ら
大
庭
家
へ
の
問
い
合
わ
せ
の
書
状
が
あ
っ
た
が
失
わ

れ
、
大
庭
家
か
ら
の
回
答
の
写
し
だ
け
が
残
っ
た
か
。 

 

【
文
書
ヌ
】 

 
 

 

覚 

一 

金
弐
両
也 

 

右
御
勘
弁
ヲ
以
御
御
借
仕
候
処 

 

実
正
ニ
御
座
候
、
来
春
ニ
至
リ
手
形 

 

差
上
可
申
、
依
而
仮
受
取
差
上 

 

申
候
、
以
上 

 
 

亥
十
二
月 

 
 

杉
村
林
治 

（
丸
印
） 

 
 

 

大
庭
代
助
様 

尚
々
何
分
御
勘
弁
御
推
察 

御
救
被
下
度
偏
奉
望
候
取
込 

右
乱
筆
差
急
キ
候
間
、
御
高
免 

可
被
下
候
、
當
目
出
度
来
陽 

万
々
可
申
上
候
、
以
上 
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※
亥
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
。
田
中
藩
と
大
庭
家
と
の
連
絡
役
と
し
て
同
家
と
心
安

く
な
っ
た
林
治
が
、
個
人
的
に
二
両
を
借
り
た
と
い
う
書
簡
。 

 

【
文
書
ネ
】 

一
筆
致
啓
上
候
向
暑
之
節 

御
座
候
得
共
、
弥
無
御
障
珍
重
存
候 

然
は
當
春
拙
者
儀
、
不
存
寄 

結
構
格
式
加
増
等
被
申
付
、
右 

為
歓
見
事
之
御
肴
預
御
祝 

忝
存
候
、
早
速
御
挨
拶
可
申
置
候
処 

彼
是
延
引
罷
成
候
得
共
干
肴 

拾
五
甚
麁
末
之
至
ニ
御
座
候
得
共
、
右 

御
答
礼
可
申
出
印
迄
ニ
御
座
候
御
笑
納 

可
被
下
候
、
猶
向
顔
萬
々
可
申
置
候
、
以
上 

 
 

五
月
廿
二
日 

 
 

 

有
川
七
兵
衛 

 
 

 

大
庭
岱
助
様 

二
白
時
候
折
角
御
厭
可
被
成
候 

此
節
主
人
参
府
前
大
取
込
罷
在 

甚
乱
筆
御
用
捨
可
被
下
候
、
以
上 

 

※
有
川
七
兵
衛
が
昇
進
・
加
増
さ
れ
、
代
助
が
そ
の
お
祝
い
を
届
け
た
こ
と
に
対
す
る

七
兵
衛
の
礼
状
。
前
述
の
よ
う
に
『
歴
名
簿
』
に
よ
る
と
、
七
兵
衛
は
天
保
十
一
年
（
一

八
四
〇
）
に
使
番
に
就
任
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
書
は
こ
の
と
き
の
も
の
か
。 

（
大
庭
・
中
山
） 

（
続
） 

 


